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B 123　泗'S恢梁料に対ずるI-"デシルぷ゜リオ寺y エチレンエーテルI) 可疼拓作用

　　　　　広鳥火教育　　岩重萱≪　・ふ田央子　　岡仰痛棒

　鋼的　徊性埓れり見得遺菰i- お，' て, 界jj^t 作躬。馮1 るて漆ｲ乙作用tt-;S,瀾, 糾化，f^

靫作明りどt とも，t重要X ある。本研% で i: 被可冰化物質とI r. 島*が客易り偕導作来

料i 吊ヽ･.ブ･し寺Iし;f-゜リオそシエテレンエ-テル型非イオン脊fi?漬性匍/ 可導体り用I- 及

ぼi /r-■;オそシェテレン妓長, 可疼拓豪農，ど･し夕－の禧教，油薯作米料。非学祷£tfと:

の彩摩にっりI 狭討した。ざらら鳶-H 似恥裸市こい1 い由多性案料の吸収ス々フりL *ヽ

ら可溶化のメカニガA ,r -7 ヽ･でも考寡しn。

　方像　非1 ;fン堺面君作条μI 1 , 単一鎖長"0 ドデシ/I- ホ･ソ;r 考シエチレンエ-テル（

iヲレンオキシド川^籾そIし哀n - h　1, y ) i , t' /しr- t I で, な隷鼎め了Iレ≫ /

彦属違犯物I 丿眼賂性案軒とi I, Oil 婬/にOB, Oi/Ye/l^AB μt IX Orl ぶやSV ・再移ゐ

楕製み£用ヽ μ。可溶払量片則包,j，恒囁振とう碑£用ヽヽr可奪-j乙平衡,こ到恚でせnりt，

不導解，豪料t丿列し, if来It /しコーノロ“一定漸」兪て希釈Lて, 匹色息^l T=.

　綿果　被可奉屁物質til，　Oil 刄臨，as　I 凧ヽ･穴場兪，界面喀性劃。ポリオ1 シェー于

I ン鎖長の錐ヽヽ方，ヽご，i た,可享犯径渡。あヽヽ方≫^-可季佃能み（う／－ ) ･ｺﾞ又とリ・/。

ビIレター<?i 種類It -7ヽ> I J+ i> t ,　じa 失作秦*ヽご槐。3 種類のブ･しカソ金属tfc化物泉君奉よ

'ﾉ* 可奉祀能n 大とりる傾向£示L U.ビIしダー0 肩柵,: tヽ，ヽわ（ず, 可澪犯熊はOil 谷一

心ヽ~蔀〉Oil 徊o，OB ≫0,1 ∂心se SS ^ )釦いトi り，μ，f らに吸収l ペフりしの形状hヽ

i び極こ吸収浚長*ヽら, Oil Y-ellovぶみヽ■fV-' Oil 旋μ･郎司可溶i巴のメメ) －z' ムは，次/∂≫M・ﾀe

£2 <Aそれとべ’で異りゐごと，ヽ一示唯でれた。

B 124
　　マントうそ)ン系聚料の耐九堅和生
共立か大象政
　　　　o灸籐i 孔七鳥尚丸碑村そ希代、柏木､希介

　目的　代友的り天然染料のI種であ') ，7 ']ザリソりど-f知られろ7ントう十)ン系染

料すIf!い1. 染料の退色＼こ弘fi染料の化俘構■，基質,九. 'M泉なりの彭t にっい-l検

討し，染料の退色機構を解明しぷうtし仁。

　方法　筆料I-- は7ントうキノン系梁料のうち，Alizarin ・Anthrarufin ・ Chrysazin ，Qui-

nizarin （以上－0 H 基2 個）, Purpurin （_ q H 基3個) ，Quinalizarin （－o H 基4個）

t 用い，エタノ一･ﾚ鎔煮，ジア七及T/フィブロイッフィ，レム, ぶび采g. や（綿･ 絹）にｔ

を照射し. it色速度を潮足しも。照射I- 当っ7 は，試料の雰囲気（心, ぶ）刄び湿皮屯調

繋し. 梁料の退色1こ及ぼ｀す酸素，湿良・影^にっい1 t検討した。

　幼果　栄料の酸化乞れやi -さの程皮を麦^ツがンHit ･}ウム消費蔓（酸化指数卜i め

i ^しマ剰島した銘果．酸化指数は栄料の肩うろ水酸茎の敬い位置が関係し７いろニx.

わかっ乱栄色やの退色ニ刄1?゛ -す影響i;(.綿I-おいマ､お1^ よ'J酸素の影響が大t <.

% りM^しが同吟iこ存在寸ゐ嶋合い^、退色n蕩 レく大tくなろのに対い絹で吋■隻・

ヤ
ダ
酸
影

響ダ大きい。瘍疲中・綿来色やの退色は。酸を丿酋靫､と対応し, 綿寿上ヒii 1うゐ梁料め退色

が緊料m a良化之litや寸々の程良-c一致しも。こ・Z X -k''b、綿参上I- 柘すゐ俵料（退色＼-}

瞼化反たであゐz X.がわaヽ。た。絹布上＼二あ叶ゐ梁料の退色争動･i綿いn異なり- 醸他指

数^ 。対たもみられなかっ仁。z <n z t nヽう。絹今上＼-釦すゐ梁料。退色､3 ■綿今v: り別

のメカニズムによゐものであゐこ乙がわヵヽ・ -fc.


